
  

 

 

 
201５年1１月 27日 (金) ～ 
 

1２月１０日（木） の活動 

○ 平成２７年度第１回社会基盤整備委員会 

１２月１日(火)        金沢市 

○ 平成２７年度第２回広域観光推進委員会 

１２月２日(水)        金沢市 

○ 金沢工業大学見学会及び意見交換会 

１２月２日（水）   野々市市、白山市 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 平成２７年度第３回総合対策委員会 

１２月９日（水）         金沢市 

○ 第８回北陸地域プラットフォーム 

１２月３日（木）         金沢市 

○ 新入会員のご紹介 

平成 27年度 第 1回 社会基盤整備委員会を開催し、

山崎委員長をはじめ 13名の委員が出席した。 

 委員長の挨拶の後、今年度の事業計画の実施状況・

評価、第四次中期アクションプランについて審議し、

承認された。 

審議終了後、金沢大学 環境デザイン学類長 髙山

純一先生より「北陸新幹線金沢開業効果と課題、今後

の対応について」と題して、金沢開業効果と STEP21 を

はじめとした金沢の開業準備についての話から、今後

敦賀開業までのまちづくりを中心とした開業準備の必

要性をご講演いただいた。 

その後の意見交換では観光が落ち着いた後のビジネ

ス展開や、若者の定着等今後のまちづくりについての

質問・意見があった。また、大阪までのルート問題を

含め、遠い将来を見据えた整備新幹線後の国土全体の

新幹線網計画を策定し、優先順位をつけて進めていく

ことが肝要との先生の考えを聞いた。 （担当：青嶋） 

平成 27 年度 第 2 回広域観光推進委員会を開催し、

加藤新委員長をはじめ 14名の委員が出席した。 

委員長の挨拶の後、今年度の事業計画の実施状況・

評価、第四次中期アクションプランについて審議し、

承認された。 

各委員からは、28年度新規事業について意見が相次

ぎ、特に「観光客増加に伴う諸問題」については、「今

後は攻め一辺倒の観光に守りを加えていかざるを得な

い」「問題点に対応するのは良いが、いけいけの気持ち

は大事。沿線でのプロモーションは欠かせない」「今後

リピート重視の観光を考えなければならない」「おもて

なしブラッシュ運動的なものがない」など様々な視点

から意見があった。 

また、昼食時には事務局よりデスティネーションキ

ャンペーンの報告があり、加えてＪＲ西日本金沢支社

の山田副支社長より現在の北陸新幹線の乗車状況の説

明があった。             (担当：吉井) 

金沢工業大学のご厚意で、総合対策委員会・先端技

術推進委員会合同見学会及び意見交換会を開催し、久

和会長、水口先端技術推進委員長、澁谷副委員長をは

じめ 29名が参加した。 

見学会では、扇が丘キャンパスにて石川学長に大学

の概要説明をいただき「教育付加価値日本一」を目指 

す取り組みを紹介いただいた。その後、夢考房をはじ

めとした学内施設や３Ｄプリンター等の見学や、実践

的な教育を支える具体的な施設や活動内容、更にはそ

の教育環境下で実施される人材育成方針についてのご

紹介があった。意見交換会では、当会会員より、大学

の人材育成の取り組みに対する質問や、更なる産学連

携に向けての要望や意見が交わされた。 

その後、白山市のやつかほリサーチキャンパスへ移

動し、革新複合材料研究開発センター（ＩＣＣ）を見

学した。              (担当：青嶋） 

平成 27 年度 第 3 回 総合対策委員会を開催し、北

村委員長をはじめ 13名の委員が出席した。 

委員長挨拶の後、「平成 27 年度事業計画の実施状

況・評価および第四次中期アクションプラン実施項目

（案）」について審議を行い、承認をいただいた。 

また、㈱日本経済研究所より「東京から見た人口増

加策の検討」と題した提案があった。 

委員からは「並行在来線の利便性向上が必要」「若

い女性が北陸を出ていく理由を分析する必要あり」

「新幹線開業の 2年目が大事」など幅広い分野から意

見があり、活発な意見交換が行われた。（担当：前田) 

北陸三県の経済団体や金融機関等が集まり、北陸地

域経済の課題を議論する北陸地域連携プラットフォ

－ムの第 8回会合が 12月 3 日に開催され、水野専務

理事が出席した。 

今回はこれまでに交わされた多様な議論について、

中間整理が行われ、今後の取組みの方向性について意

見交換が行われた。多くの参加者からは、北陸３県の

連携が重要との意見が挙がった。詳細は下記参照。 

http://hokuriku.mof.go.jp/kouhou/platform.html 

なお、当会 HPからもご覧いただけます。 

（画面左下にﾊﾞﾅｰを貼り付けております） （担当：前田） 

〔福井シード株式会社〕 

代表取締役  井村 裕治  

(業種：種苗生産卸業 ) 

〒910-0842 

福井県福井市開発 5丁目 2004 番地 

Tel：0766-52-0262 Fax：0766-52-0258  

URL  http://www.hokkeiren.gr.jp/ 

E-mail info@hokkeiren.gr.jp 
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○ 東海・北陸コンポジットハイウェイ 

１２月１０日（木）～１１日（金）金沢市 

お知らせ 

○ 講演会開催案内  

今後の主な活動予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

炭素繊維複合材料（ＣＦＲＰ）に関連する産業集積

地の形成を目指す「東海・北陸コンポジットハイウェ

イコンソーシアム」による「コンベンション２０１５」

が開催され、開会式に来賓として水野専務理事が出席

した。 

会議は二日間にわたり開かれ、ＣＦＲＰの研究開発、

生産に関わる日米独の企業、研究機関による講演およ

びパネルディスカッションが活発に行われた。また展

示コーナーでは主に北陸・東海地域の企業等約４０団

体が取組みを紹介するパネルやサンプル品を展示し、

多くの来場者で賑わった。      (担当：木戸) 

北経連では講演会「次世代ヘルスケア産業の創出 

～ヘルスケア産業政策とウェアラブルデバイスの開

発動向～」を開催する。 

経済産業省商務情報政策局ヘルスケア産業課長江崎 

禎英氏および㈱東芝ﾍﾙｽｹｱ社ｳｪﾙﾈｽ推進部ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾍﾙｽ事

業開発部担当課長/ﾍﾙｽｹｱ開発ｾﾝﾀｰｳｪｱﾗﾌﾞﾙｾﾝｼﾝｸﾞ担当

ｸﾞﾙｰﾌﾟ長大内一成氏を講師に迎えて、次世代ヘルスケ

ア産業創出に関し、それぞれ国の政策、ウェアラブル

デバイス開発の面から最新動向をご講演いただく。 

 ※参加費無料 

○開催日時：12月 21日(月)13：30～16：00 

○開催場所： 金沢都ホテル７階鳳凰の間 

【参加申込問合】北陸経済連合会ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ推進事業部  

TEL 076-265-8656  FAX 076-265-6805 

□平成 28年 1月 26 日（火） 

新春経済懇談会 

＜場所：金沢ニューグランドホテル＞ 

 

□平成 28年 2月 1日(月) 

北陸フォーラム 2016 

<場所：ホテルニューオータニ＞ 

 

○北経連トピックス№101（H23.6.2 発行分） 

より当連合会 HPに掲載しております。 

バックナンバーのお問い合わせは青嶋まで。 

（℡076-232-0472） 

※ 当連合会では、新規会員を募っております。 

会員の皆様にはお知り合いの方に広くお声を

かけていただき、ご紹介を賜れば幸いです。 

（℡076-232-0472） 

 
北陸物語 Facebook のご案内 

北陸経済連合会と北陸イメージアップ推進会議は「北陸物語 Facebook」を通じて北陸の魅力の 

情報発信を行っております。是非ご覧ください。 

https://www.facebook.com/hokuriku.monogatari 


